
関西大学大学院心理学研究科学術講演会

「美は世界を救う」
を心理学で実証したい

日時 2026年11 月 6日（金）
14:40-16:10

場所 第1学舎2号館 B102教室

アートの体験は、人の価値観や性格、態度をポジティブにします。
例えば俳句の鑑賞や創作は、曖昧さを許容する態度をにつながり
ます。このような感動する心、アートのもつ力を、存分にお話しいた
だきます。学部学生・大学院生・一般のみなさまの参加をお待ちし
ております。

講師の紹介
櫃割 仁平(ひつわり・じんぺい)氏
1995年生まれ。岩手県出身。京都教育大学卒業後、京都大学大学院教育学研究
科に進学し、心理学を研究する。大学在学中の2018年、学生団体「Teacher 
Aide」を立ち上げ、教員の働きやすい社会をめざして活動する。大学院では「俳句が
美しいのはなぜか？」というテーマを、パーソナリティに注目しながら研究し、2023年度
日本学術振興会育志賞を受賞。2021年、櫃割仁平俳句集「文色 Airo」を刊行。
現在、ドイツのハンブルクにあるヘルムートシュミット大学研究員。日本学術振興会特
別研究員（関西大学）。Sway with Ambiguityをモットーに、「美は世界を救う」
研究プロジェクトを展開。関心は、いけばな、雅楽、書道、念仏など日本の美意識のほ
か、サウナの研究など多方面に及ぶ。

申し込み不要、どなたでも参加できます
（担当：文学部心理学 串崎真志） 

〇本件に関するお問い合わせ先：第3学舎オフィス（心理学研究科担当）
TEL: 06-6368-1326 Mail:shinri@ml.kandai.jp
※講演会へのご参加にあたり、合理的配慮をご希望の場合には、準備の都合上、10月23日（金）までに、
ご希望の内容をお知らせください。ご希望内容を確認の上、できる限りの対応を検討いたします。
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